
 
 

「○年○月○日○時○分○秒から、○秒間の地震記録

を保存」という情報をネットワーク経由でやりとり

し、複数のCento PROが同時刻の地震波形データを

切り出して記録媒体に保存します。ネットワークの信

号遅延に関係なく、正確な同時刻の地震データが確保

できます。GPS時刻同期と連続記録を行なっているか

らこそ可能な「ネットワークトリガ機能」です。

過去1年間(※2)の震動記録を保持

常に震動波形データを収録し続けており、その連続記

録の中から任意の時間の震動記録を過去に遡って確認

することができる「後トリガ機能」を備えています。

GPS信号に含まれる極めて正確な時刻情報に「毎

秒」同期しています(※1)。Cento PROで収録された

地震波形データであれば、世界中どこに設置されたも

のであろうとも1000Hzサンプリング(0.001秒)レベ

ルで見比べても時刻のズレがありません。

ネットワークによる複数台連動

地震記録の保存

記録媒体にはSSDを採用。振動や衝撃に強くCento 

PROが震度7の地震で揺れていても地震を記録し続け

ます。さらにオプションとして、産業用の高信頼性

SSD(※4)への変更も可能です。

システムの健全性確認と記録

 Cento PROだけではなく、接続されるADCや専用

検出器AccuSEIS203の、内部電圧・温度、装置ステー

タスを確認することができます。（Cento PROは16

種類の内部電圧・温度と24項目のステータス。

ADC/203は12種類の内部電圧・温度と15項目のス

テータスが確認できます） 

これらが異常値の場合は、接点を出力したりメール配

信(※3)を行うことができ、システム故障の前兆を未

然に捉えることができます。また健全性に関する情報

は震動記録と同時に連続記録として残すことも可能。

地震データが収録された時のシステムの状態を後から

地震波形データと並べて検証できます。

GPS信号による正確な時刻管理 専用ソフトウェアは不要 スマートフォンやタブレットから

AccuSEIS Cento PRO

AccuSEIS Cento PRO

精密二軸振動試験装置

※1 Cento PROにGPSアンテナが接続され測位している状態の時

※2 18ch 100Hzサンプリング収録で、健全性データ連続記録未保存時

※3 Cento PROから接続できるメールサーバが必要です

※4 記録容量が標準SSDの1/4になります

※5 推奨ブラウザ　Google Chrome Ver.71.0.3578.98以降

全ての設定や操作、地震記録の確認をネットワーク接

続されたパソコンのブラウザ(※5)から行うことがで

きます。地震波形データのテキスト変換（数値化）も

専用ソフトウェアを使用せずにブラウザ上の操作だけ

で行えます。

有機ELによる表示とキー操作により、表示の切替や

操作が可能です。また内蔵プリンタで地震情報を紙に

残すこともできます。 

USBポートを装備し、USBメモリ(※7)を接続するこ

とで、予め設定してお

いた期間の地震データ

を自動でコピー（回

収）できます。

Cento PROは、

ネットワーク機器

がなくとも使用可能です。

WiーFi 親機(※6)を内蔵してお

り、お手持ちのスマートフォン

やタブレットからもアクセス可

能です。

※6 IEEE802.11g (2.4GHz)規格 
　　セキュリティ「WPA2-PSK」対応の機器が必要

表示・操作・データ回収

※7 FAT32もしくはexFATでフォーマットしたもの

内蔵プリンタ印字例
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●取扱代理店

全ての記録はいつでもそこに

with seismometers since 1918 

地震観測と共に100年。 

「使える」地震データを確保する。 

私たちはそのために必要な機能を追い求め続けています。

次の100年を記録する地震収録装置

製品情報は 
こちらから
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